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エネルギーは、地球温暖化の原因であるCO2を排出しながら消費される場合が多く、また、人

間活動の基本として必要不可欠なもので、安全保障の観点からも重要なものとなっています。

そのような中で、各国とも、CO2排出量が少ないエネルギーへの大転換が求められており（課

題1）、また、それぞれの国は自国内のエネルギーで自給する（課題2）ことを目指しています。

日本の場合、これ等の課題解決が大変厳しい状況となっています。

「理想的な位置」から最も遠い場所にいるのが日本で、近いのはスウェーデンです。スウェー

デンは、水力と原子力で8割以上の発電を行っています。
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2030年でも

厳しいね！

https://www.env.go.jp/content/000177854.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/pdf/energy_in_japan2021.pdf
https://www.iea.org/data-and-statistics/data-tools/greenhouse-gas-emissions-from-energy-data-explorer

